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界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
大
部
分
を
成
す
和
歌
山
県
南
部
の
紀

南
地
域
は
、
神
々
が
鎮
ま
る
特
別
な
場
所
と
し

て
人
々
に
崇
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
生
ま
れ

た
の
が
、「
吉
野
・
大
峯
」「
熊
野
三
山
」「
高
野

山
」
と
、
起
源
や
内
容
が
異
な
る
三
つ
の
「
山

岳
霊
場
」。
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
へ
と
至
る
熊
野

古
道
と
い
う
「
参
詣
道
」
も
で
き
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
エ
リ
ア
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
日
本
の
宗
教
・
文
化
の
発
展
と
交
流

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　
紀
南
は
、
熊
野
、
牟
婁
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア

と
ほ
ぼ
重
な
る
。「
牟
婁
」
と
い
う
地
名
の
由

来
は
「
籠
も
る
」「
隠
る
」「
神
々
の
室
」
な
ど
。

豊
か
な
山
林
資
源
の
中
に
籠
り
、
内
面
的
な
世

界
を
探
求
す
る
こ
と
に
秀
で
た
歴
史
的
な
特
色

を
有
し
て
い
る
。
高
野
山
の
信
仰
や
熊
野
古
道

の
宗
教
観
は
、
社
会
的
地
位
や
、
信
仰
、
性
別

等
を
問
わ
な
い
日
本
に
お
け
る
寛
容
性
と
多
様

性
の
源
泉
。
南
方
熊
楠
や
長
沢
芦
雪
と
い
っ
た

奇
想
天
外
な
人
物
を
輩
出
し
、
魅
了
し
て
き
た
。

一
方
、
紀
南
の
特
色
は
「
開
放
性
」。
か
つ
て
黒

潮
と
と
も
に
移
民
文
化
を
醸
成
し
て
き
た
。
長

い
海
岸
線
と
良
質
な
木
材
は
、
古
代
か
ら
高
い

造
船
技
術
を
発
達
さ
せ
、
物
資
輸
送
や
水
軍
の

拠
点
と
し
て
、
歴
史
上
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
堺
で
最
初
に
利
用
さ
れ
た
船
は
紀
州

富
田
の
船
で
あ
り
、
か
つ
て
富
田
、
田
辺
、
日

高
な
ど
は
「
港
」
と
し
て
の
起
点
を
担
い
、
経

済
文
化
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　
残
念
な
が
ら
今
や
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

「
籠
も
る
牟
婁 

ひ
ら
く
紀
南
」
と
い
う
地
域
の

特
性
。
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
る
「
紀
南
ア
ー

ト
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
現
代
ア
ー
ト
を
活
用
す

る
こ
と
で
紀
南
＝
牟
婁
の
歴
史
的
・
文
化
的
資

産
を
現
代
に
蘇
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
発
起

人
は
、
タ
イ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
世
界
20
拠

点
で
展
開
す
る
国
際
法
律
事
務
所
の
共
同
創

業
者
で
あ
る
藪
本
雄
登
。
ア
ジ
ア
を
中
心
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
展
示
会

実
施
支
援
等
の
助
成
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

動
画
作
品
を
中
心
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
「
ア

ウ
ラ
現
代
藝
術
振
興
財
団
」
代
表
で
も
あ
る
。

「
紀
南
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク 

２
０
２
１
」
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
彼
が
、
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
指
名
し
た

の
は
、
横
浜
美
術
大
学
学
長
・
森
美
術
館
理
事

の
宮
津
大
輔
だ
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
近
現

代
の
芸
術
史
や
思
想
史
な
ど
に
関
す
る
造
詣
が

深
く
、
美
術
保
存
や
修
復
に
関
す
る
専
門
的
な

知
見
を
持
つ
宮
津
を
抜
擢
し
た
こ
と
は
、
ま
さ

に
適
任
だ
と
言
え
る
。
さ
ら
に
彼
は
世
界
を
代

表
す
る
コ
レ
ク
タ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
特
に
ア

ジ
ア
地
域
の
映
像
作
品
を
そ
の
黎
明
期
か
ら
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
非
常
に
深
い
関
係
性
を

築
い
て
き
た
。「
紀
南
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」
は
行

政
主
導
で
は
な
く
、
民
間
の
民
間
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
た
め
コ
ス
ト
面
を
は
じ
め
制

約
も
多
い
。
そ
の
点
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
作
家
た
ち
の
信
頼
を
す
で
に
得
て
い
る
宮
津

が
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

務
め
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
招
聘
す
る
際
に
も
有
利
に
働
く
だ
ろ
う
。
藪

本
は
宮
津
に
期
待
す
る
点
を「
今
回
の
紀
南
ア
ー

ト
ウ
ィ
ー
ク
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、真
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
人
た
ち
と
紀
南
地
域

と
の
接
点
を
導
き
出
し
て
頂
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
る
。

11 月 18 日（木） ▶ 11 月 28 日（日）

高い山々の連なる紀伊山地は日本有数の多雨地帯。豊かな雨水が深い森林を育んでいる。

総合プロデューサー：
藪本 雄登

アーティスティック・ディレクター：
宮津 大輔
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「
紀
南
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク 

２
０
２
１
」
で
は
、

紀
南
地
域
の
う
ち
田
辺
市
、
白
浜
町
の
様
々
な

場
所
や
施
設
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
代
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
。
初
年
度
と
な
る

今
回
は
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
る
宮
津
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
特
に

映
像
作
品
が
中
心
と
な
る
予
定
。
し
か
も
美
術

館
な
ど
の
一
般
的
な
展
示
施
設
を
使
う
だ
け
で

は
な
く
、
南
紀
白
浜
空
港
や
高
山
寺
、
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
一
見
美
術
と
は

関
係
の
な
さ
そ
う
な
施
設
を
も
舞
台
に
、
会
場

ご
と
の
歴
史
や
背
景
な
ど
を
深
く
掘
り
下
げ
て
、

そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
作
品

が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

映
像
作
品
以
外
に
も
、
紀
南
地
方
出
身
、
も
し

く
は
紀
南
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
新
進
気
鋭
の

作
家
を
１
～
２
組
ほ
ど
招
聘
す
る
計
画
だ
。

　
作
品
展
示
と
並
行
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

地
域
の
人
々
と
の
対
談
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
活
動
も
実
施
さ
れ
る
。
例
え
ば
そ
れ
は
、

紀
南
と
ア
ー
ト
の
み
な
ら
ず
文
化
や
風
俗
に
関

す
る
様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
農
業
や
観
光

業
な
ど
の
産
業
従
事
者
、
そ
の
他
様
々
な
魅
力

あ
ふ
れ
る
人
た
ち
と
の
対
談
を
通
し
て
紀
南
の

未
来
を
考
え
る
対
談
、
教
育
機
関
や
博
物
館
等

と
の
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
す
で
に
「
紀

南
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
名
付
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
藪
本
に
よ

る
中
高
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
好
評
の

う
ち
に
実
施
さ
れ
、
11
月
の
開
催
に
向
け
た
紀

南
地
域
で
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
和
歌
山
県
か
ら
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
約

３
万
１
千
人
、
戦
後
は
約
２
千
人
が
海
外
へ
移

住
し
た
。
こ
れ
は
広
島
、
沖
縄
、
熊
本
、
山

口
、
福
岡
に
次
ぐ
６
番
目
の
数
字
で
あ
り
、
紀

南
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
和
歌
山
の
人
々
の
先

進
性
と
国
際
性
を
示
し
て
い
る
。「
紀
南
ア
ー
ト

ウ
ィ
ー
ク 

２
０
２
１
」
で
も
、
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
に
向
け
て
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情

報
を
発
進
す
る
た
め
、
公
式
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
は
全
て
日
英
２
言
語
で
表
記
さ
れ
る
の
だ
。

　
実
は「
紀
南
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」の
目
的
と
は
、

紀
南
の
価
値
を
全
世
界
に
輸
出
す
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
趣
旨
に
叶
う
事
業
と
し
て
考
え
ら
れ

た
の
が
、
持
続
可
能
な
小
さ
く
地
道
な
取
り
組

み
で
あ
り
な
が
ら
、
最
大
効
果
が
狙
え
る
ア
ー

ト
を
核
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
藪
本
は
こ
う

語
る
。「
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
て
き
た
多
く
の
芸

術
祭
の
よ
う
に
、
来
場
者
が
何
人
い
て
、
そ
れ

に
伴
う
経
済
波
及
効
果
が
い
く
ら
か
よ
り
も
、

世
界
に
価
値
を
輸
出
で
き
る
産
業
や
事
業
者
を

１
％
で
も
生
み
出
す
こ
と
の
方
が
重
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
芸
術
祭
と

い
う
形
態
で
始
め
ま
す
が
、
そ
れ
が
ベ
ス
ト
か

ど
う
か
を
常
に
疑
問
を
持
ち
、時
と
場
合
に
よ
っ

て
手
段
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
10
か
年
計
画
で

活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　
「
紀
南
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」
と
は
、
縄
文
文
化

や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
な
ど
世
界
に
輸
出
可
能
な
普
遍

的
な
思
想
、
哲
学
が
あ
る
紀
南
地
域
だ
か
ら
こ

そ
始
ま
っ
た
実
証
実
験
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
ア
ー
ト
が
持
つ
広
さ
や
深
さ
を
、
紀
南

な
ら
で
は
の
梅
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
農
業
資
源
、

味
噌
や
醤
油
と
い
っ
た
食
文
化
な
ど
と
結
び
付

け
、
世
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
産
業
を
生
み
出

す
ー
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
収
集

等
の
場
で
も
あ
る
の
だ
。
ア
ー
ト
を
通
し
た
壮

大
な
こ
の
実
験
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

白浜エリア展示会場

田辺エリア展示会場

+information

紀南アートウィーク 2021
会　期 ： 11 月 18 日（木）〜 11 月 28 日（日）
会　場 ： 和歌山県紀南地域 田辺市・白浜町内各所
観覧料 ： 無料
  　 ※会場によって別途入場料が必要な場合あり
主　催 ： 紀南アートウィーク実行委員会
共　催 ： 株式会社南紀白浜エアポート
後　援 ： 和歌山県
問合せ ： 紀南アートウィーク事務局 info@kinan-art.jp
U R L ： https://kinan-art.jp

南紀白浜空港

【展示決定アーティスト】アピチャッポン・ウィーラセータクン、ホー・ツーニェン、呉長蓉、前田耕平、河野愛　ほか

高山寺

アドベンチャーワールド

南方熊楠顕彰館

川久ミュージアム（ホテル川久）

田辺駅前商店街
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